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北海道大学農学部演習林研究報告第 54巻第2号 299-326(1997) 

紀伊半島南部における訪花性甲虫群集の

自然林・人工林聞の比較

ベンジルアセテートトラップの利用一
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林相の相違と訪花性甲虫類を比較するため，訪花性誘引剤ベンジルアセテートによる衝突

板式トラップを利用して甲虫類を採集した。野外調査は和歌山県紀伊半島南部において， 1995 

年 5月から 9月にかけて行った。調査地点は，照葉樹見本林，スギ人工林，大森山保存林

( 3ヶ所)，および法師山プナ林の 6地点である。この結果， 421種41，711個体の甲虫類が採集

された。優占種はトゲヒゲトラカミキリ Demonax transilis，コキマダラコメツキ白me-

ρenthes ornatus，コケシジョウカイモドキ Celsusstectabilisであり，この 3種で全個体数の

67.1%を占めた。種多様度(H')は大森山保存林の Iヶ所で最も高く，スギ人工林で最も低

かった。スギ人工林では，採集された個体の大部分 (96.8%)が優占種によって占められてい

た。種多様度 (H') および種構成から判断して，自然林では訪花性甲虫にとって多様な環境

が存在していると考えられる。

キーワード:訪花性甲虫，種多様性，林相，ベンジ1レアセテート，紀伊半島南部

1997年 3月31日受理.Recieved March 31， 1997 
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はじめに

日本列島の自然は，その長い歴史の中で，人為によって大きく改変され続けてきた。特に

戦後の復興期，高度成長期，そして現在に至るまで自然林は各地で大面積皆伐され，自然環境

は急速に貧弱化かつ単純化しつつある。

このような自然環境の状態や変化を，昆虫類を指標として数量的に表し評価しようという

試みは，水生昆虫(津田， 1964)，蝶類(森下， 1967;稲泉， 1975;日浦， 1976;山田，

1979 ;田中， 1988;巣瀬， 1990;石井ら， 1991;石井ら， 1995)，蛾類(木元・東， 1979;吉

田， 1980， 1981)，甲虫類(木元， 1978;木元・保田， 1995;野村， 1995; ISHII et al.， 1996 ; 

石谷， 1996)などで行われてきた。その背景には，昆虫群集の多様性，あるいは昆虫類各種の

分布や個体数の季節的動態の記載と評価は，昆虫類の保護のために必要であるばかりではな

し自然環境の保全について検討する上でも欠かせない要件のひとつとして認識されるように

なってきたことが挙げられる(石井， 1993)。しかし，対象とする見虫の種類によってその調

査方法や解析方法が異なり，いまだにその手法は確立されていない。

今回，筆者らは紀伊半島南部に位置する北海道大学和歌山地方演習林，およびその周辺地

域おいて，甲虫類(鞘麹目)を材料として自然環境の評価を試みた。甲虫類を材料としたの

は，種数において地球上の全動植物種の1/4を占め(森本・林， 1986)，個体数も多く，しか

も直接的・間接的に植物に依存しているという特性があることによる。また，甲虫相およびそ

の種構成や個体数の変動を把握することは，森林環境を理解できるという点からも，また害虫

防除という観点からも非常に重要である。

近年では森林害虫を防除する目的で，カイロモンなどの誘引剤を用いて様々なタイプの誘

引器や誘引剤が開発されるようになった。それに伴い，それらの誘引システムから得られた資

料の解析に基づく森林の多様性評価や，群集生態学的研究もなされるようになってきた(大

橋・野平・渡辺， 1992)。特に，ベンジルアセテート(酢酸ベンジル)は訪花性見虫類を広く誘

引することで知られ，見虫相調査の有効な手法として注目されている。しかし，発表された資

料のほとんどはカミキリムシ類(野平ら， 1992a;野平・大橋， 1993a; SHIBATA et al.， 

1996)・ゾウムシ類(野平ら， 1992b;野平・大橋， 1993b)・キクイムシ類(衣浦ら， 1989;衣

浦・槙原， 1993)など一部の見虫類に限られ，甲虫全体を対象にした報告は大橋ら(1992)を

除くと現在まで見るべきものはない。

紀伊半島南部の昆虫相の特徴は，黒潮の影響から亜熱帯系の種が数多く生息していると同

時に，冷温帯に分布する山地性の昆虫種が低標高地域にまで分布していることである。南北両

系統種が入り混じった複雑な昆虫相を示しているといえよう。北海道大学和歌山地方漬習林の

自然条件は，この地域の特色を集約しており，生物相が非常に豊富な地域である。しかしなが

ら，当演習林の昆虫類に関する知見はきわめて乏しく，見虫相の調査が待たれていた。
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材料と方 法

1.調査地

本研究を行った大塔山系は，紀伊半島南部山岳地帯の中核をなし，大塔山(1，122m)，法

師山(1，121m)を中心に尾根が伸びて1，000m前後の岩峰が並び，その聞に日置川，古座川，

熊野川の 3水系の多くの支流が入り込んで，深い渓谷をつくっている(図1)。この地域は黒

潮の影響を強く受けるため，気候は温暖多雨で，年平均気温は14""'160C，年平均降雨量は

3，000""'4，000mmに達する。

今回の主調査地である北海道大学和歌山地方演習林は，熊野灘に注ぐ古座川の源流部に位

置している。年平均気温は15.10C(最高36.80C，最低ー7.lOC) ，年平均降雨量は3，501mm

(最高4，871mm)を記録している。これはわが国の最多雨地帯である大台ヶ原に匹敵するもの

である。標高は演習林入口の250mを最低とし，大森山の842mを最高として高低差が大きく，

30。以上の急傾斜地が70%を占める。林相はスギ・ヒノキ人工林以外では，カシ，シイなどの

常緑広葉樹を主体にした天然林が多く，渓谷沿いではケヤキ， トチノキ，アカメガシワなどの

温帯性の落葉性樹種も混在する。

図-1 調査地
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法師山は大森山のほぼ真北に位置し，大森山とは約7.5km離れている。谷部はスギ植林

地になっているものの，山頂付近には本州の南限といわれるプナ林が見られ，アカガシ，モ

ミ，ツガの残存する広い森林地帯である。

当地域は地形や地質が複雑であるだけに，植生もきわめて複雑である。単独の優占的な植

物が森林を構成するのではなく，各群落の代表種が混在して一つの森林を形成している。調査

地選定にあたっては，植生や標高の差などを考慮して以下の 6地点、を選んだ(図 2-図3)。

St. 1 (標高300m:照葉樹見本林)

渓畔林として選定した St.1は，古座川の支流である平井川に隣接し，夏でも涼しい。 Y

字谷の南斜面に位置する崖地である。照葉樹を中心とした二次林であり，多種の木本が植樹さ

れている。ツプラジイが優先し，カシ類，カラスザンショウ，サカキ，パリパリノキ，カゴノ

キ，ヒメシャラ，ミミズパイ，ヤプツバキ，ユズリハなどの照葉樹に，イロハモミジ，クマノ

ミズキ，ケヤキ，アカメガシワなどの落葉樹が混じる。林内は比較的薄暗く，下草がほとんど

生育していなしユ。

St. 2 (標高600m:スギ人工林)

62年生のスギ植林地であり，わずかにヒノキが混じる。林床にはシキミ，サカキ，シダ類

が見られる。甲虫類の供給源となる可能性がある最も近い自然林までは100m以上離れてい

るo 調査地は日当たりのよい尾根沿いの林道脇に設けた。

St. 3 (標高450m:大森山保存林)

大森山の登山口に位置する薄暗い谷部である。ケヤキ， トチノキ，カラスザンショウが優

先する天然林で，カシ類，シキミ，サカキ，パリパリノキ，カゴノキ，タプノキ，ヤプツバキ

などの照葉樹に，ヤマモミジ，クマノミズキ，アカメガシワなどの落葉樹，モミ，ツガなどの

針葉樹が混じる。欝閉した環境のため，林内は昼でも薄暗く，食菌性の見虫類が豊富である。

St.4 (標高600m:大森山保存林)

大森山の中腹にあたり，岩地を含む急傾斜地である。やせ尾根沿いにホンシャクナゲ，ヒ

メコマツ，ヤマグルマが優先している。その他，モミ，ツガ，コウヤマキ，ヒノキなど針葉樹

が多く，アセビ，ソヨゴ， ドウダンツツジ，ネジキなどの落葉広葉樹，アカガシ，シキミ，ヒ

メシャラなどの照葉樹も見られる。日当たりはよいが，下草はほとんど生育していない。

St. 5 (標高750m:大森山保存林)

大森山の山頂にほど近い平坦な尾根部である。防火線上に位置しているため，定期的に下

草刈りや枝打ちがなされており，林内は日当たりがよい。アカガシを優先する天然林である

が，タンナサワフタギ，シデ類，ホウノキ，リョウプも多い。その他，シキミ，サカキ，ヤプ

ツバキなどの照葉樹，アセビ，イヌガシ，ヤマザクラなどの落葉広葉樹，モミ，ツガなどの針

葉樹が混生している。
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図-2 北海道大学和歌山演習林の調査地域と調査地点 (St.l-St. 5) 

St. 6 (標高1，100m:法師山ブナ林)

法師山 (1，121m) 山頂付近の北向き斜面に広がるプナ林である。照葉樹林からプナ林域

への移行点で，林床にはミヤコザサ，スズタケが密生し，アカガシ，シャクナゲ，サカキ，シ

キミが多くみられる。その他，タンナサワフタギ，アカガシ，ヒメシャラ，ヤプツバキ，モ

ミ，ツガなどが混在する。調査地の日当たりは比較的良好である。



初4 北海道大学農学部演習林研究報告第54巻第2号

図-3 法師山の調査地域と調査地点 (St.6) 

2. 調査方法

調査は1995年5月5日から 9月26日にわたる計18週実施した。

調査には，サンケイ化学社製の誘引器(白色タイプ，合成樹脂製，図 4) を用い，各採集

地点に 1基ずつ設置した。「白色jは昆虫にとって草本や木本の白い花を意味し，これを吸蜜

のために訪れる見虫類を誘引する(岩田・槙原， 1994)。特に，甲虫類は白い花を好むことが知

られている(田中， 1993)。

誘引剤には，サンケイ化学社製の「アカネコール BAJを用い

た。この誘引剤は，ベンジJレアセテート(酢酸ベンジル)を固形化

したもので，スギにトピグサレ被害をもたらす林業害虫スギノアカ

ネトラカミキリ Anaglypt附 subfasc似削の防除のために開発され

た。ベンジlレアセテートは，ジャスミン油の主成分で，多くの訪花

性昆虫を誘引することが知られている。この物質は，分献上記載さ

れている世界の花の香りの成分約50種と，スギの製油成分を調べた

結果浮かび上がってきたものである(池田， 1992)。

誘引器のバケツには水 1.e，界面活性剤(中性洗剤) 1 ~ 2 

CC，防腐剤(ソルビン酸)少量を入れた。誘引器の設置は立木の聞

にひもを張り，地上から約3mの高さに吊り下げた。なお，誘引 図-4 誘引器
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剤は 1カ月ごとに交換し，捕獲された昆虫類はほぽ 1週間おきに回収した。回収は捕獲された

見虫をバケツの水ごと台所用水切り袋に移す方法をとり，研究室に持ち帰った。持ち帰った見

虫は，シャーレ内で水洗後， 95%エタノールに数時間漬けて消毒し，これを蒸散させた後，展

足，乾燥させた。

3. データの解析

得られたデータを集計し，採集された甲虫類の個体数，種数のほか，各調査地の種多様

度，調査地点聞の類似度を求めた。

種多様度については， SHANNON-VVEAVER関数 (H':平均多様度)と PIELOUの均衡性

指数(]':相対多様度)を用いて比較を行った。各指数の算出は次の各式によった。

H'= -~ (n;/ N) log2 (n;/ N) 

J' = H' /log2S 

ここで，N は総個体数，Sは総種数，niはi番目の種の個体数を表す。

類似度指数については，群集聞の重複度による指数として KIMOTO(1967) による C7l'指

数を使用した。

Cπ=22mlamb/{(zd+zd)NlJU} 

~7r12=呂(nI)2/Niz2m2zZ(nz)2/NK2

ここで，Nl> N2は両地域のサンプル総数，Sは両地域の合計種数，nli， nuは両地域の

種 iのサンプル数を意味する。

結 果

1 .採集された甲虫類

今回の調査によって， 6つの調査地から合計59科421種41，698個体の甲虫類が採集された

(Appendix参照)。なお，用いた種の配列と学名および和名については，日本産見虫総目録

(1989)に従った。

科別の種数で見ると，カミキリムシ科 (46種， 10.9%)，コメツキムシ科 (41種， 9.7%) 

が多く，ハナノミ科 (28種， 6.6%)，ゾウムシ科 (28種， 6.6%)，ケシキスイ科 (26種，

6.2%)，ジョウカイボン科 (25種， 5.9%)がこれに続いた。

個体数も，種数と同様にカミキリムシ科 (12，276個体， 29.4%)，コメツキムシ科

(10，034個体， 24.0%)が多く，ジョウカイモドキ科 (8，335個体， 20.0%)ベニボタル科

(4，077個体， 9.8%)，ハナノミ科 (3，187個体， 7.6%)がこれに続いた。この結果は， トゲ

ヒゲトラカミキリ Demonax transilis (ll，286個体)，コキマダラコメツキ Gamゆenthes or-
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natus (8，361個体)，コケシジョウカイモドキ Celsusゆectabilis(8，330個体)，ホソベニボタ

ル Mesolyc附 atroruβts (4，068個体)，チャイロヒメノ、ナノミ G砂ostenodarosseola (1，789個

体)が多数誘引されたことに起因している。

2.種数，個体数および種多様度

る。

採集された甲虫類の種数，個体数および種多様度を，採集地点、ごとに示したのが図 5であ

種数は， St. 5が183種で最も多く， St. 2 (151種)， St.3 (150種)， St.6 (139種)と続い

200 

S 100 

logN 

H' 

注)横軸は調査地点。

。
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図-5 採集された甲虫類の種類組成

a 各調査地点、における種数 (S)。縦軸の単位は種数。

a 

b 

c 

d 

b.各調査地点における個体数 (N)。縦軸の単位は個体数を対数変換したもの。

c 各調査地点における SHANNON-WEAVERの多様度指数 (H')。縦軸の単位はビット。

d.各調査地点における PIELOUの均衡性指数(]')。
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それぞれ112種， 104種と少なかった。

個体数では， St. 2が30，511個体と圧倒的に多く，全個体数のおよそ73%を占めた。 St.2 

以外の 5地点では， 1，300"-'4，000個体の範囲内におさまった。

相対多様度(J')は均衡性を表現する指数であるが， St. 3， St. 5， St. 6で高い値を示し，

訪花性甲虫群集の自然林・人工林間の比較(溝田・今坂)

た。 St.1およびSt.4は，

St.1， St.2は低かった。 St.4はこれらの中間的な値を示した。この結果， St. 3， St. 5， St. 6 

では群集を構成するそれぞれの種の個体数が比較的平均化しているが， St. 1， St. 2では少数

の種による独占的な状態が強いことが示された。

平均多様度(H')は，種の豊富さ，均衡性の両要素を表現する指数であるが， J'と同様に

St. 3， St. 5， St. 6で高い値を示し， St.1， St. 2は低かった。 St.4はこれらの中間的な値を示

この結果から， St. 3， St. 5， St. 6は均衡性が高いため H'の値が高くなり， St.1， St. 2 した。

H'の値が低くなったことが示唆される。

3.優占種

種類構成を量的に検討するために，各種の相対頻度に対する信頼区間(危険率 5%) を次

は少数の種による独占状態が強いため，

の近似式によって求めた。

会±2FF
の佐久間 (1964)

N は総個体数，Xはそれぞれの種の個体数である。

算出した相対頻度から，下限値が平均出現率 (l/S)を越える種を優占種，上限値が平均

出現率を下回る種を少数種，それ以外の種を普通種と定義した。それぞれのカテゴリーに含ま

れる種の頻度をまとめたのが表 1である。個体数の80%前後を優占種が占めており，特に St.

ただし，

このことから，全ての採集地点において少数の

優占種による寡占的状態にあり，特に St.2でその傾向が強いことが確認された。

次に，各採集地点における優占種の全個体数に占める出現率を示した

2は個体数の96%以上を優占種が占めていた。

(図 6)0St. 2で

コケシジョウカイモドキc.

このうち上位の 5種は他の種と出現率の信頼区間

は，優占種 8種のうちトゲヒゲトラカミキリ D.fransilis， 

ゆectabilisの2種が特に優占度が高かった。

優占種が占める個体数の割合表事l
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が重なっていないことから，これら 5種の出現率は互いから有意に異なっている。 St.1， St. 

4ではトゲヒゲトラカミキリ D.transilis， St. 3では，チャイロヒメハナノミ Gl.rosseolaと

トゲヒゲトラカミキリ D.transilisの2種， St.5ではコキマダラコメツキ白.ornat附の出現

率が高く，極めて優占性の強い種であることが認められた。 St.6では，他の調査地点では優

占種になっていないメスアカキマダラコメツキ GamゆenthesversiPellisの個体数が最も多く，

コキマダラコメツキ白.ornat;附が続いた。また，他の採集地点では優占種になっているハナ

ノミ科の種が優占種になっておらず， St. 6は他の採集地点、とは種構成が異なっていることが

示唆された。

4.各調査地点、の甲虫類の群集構造

群集構造を均衡性の面から視覚的に捉えるために，篠崎(1955)の新オクタープ法を用い

て解析を試みた。新オクタープ法は， PRESTON (1948)のオクタープ法を修正したもので，
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。 10 20 30 40 50 ー。

-
圃

[」一

ゲ

カ

ロ -
St.1 

。 10 20 30 40 511 60 

• トゲヒゲトラカミキリ

コケシジョウカイモドキ

コキマダラコメツキ • 優

占

種

• St.2 
ホソベニポタル • 

E

E

z

 

a
l
'ト
t
-
B
L『
1
1

キ

ミ

ミ

ミ

ド

ノ

ノ

ノ

モ

ナ

ナ

ナ

!
、
、
、

1

ノ

ノ

ノ

キ

メ

メ

メ

ミ

ヒ

ヒ

ヒ

カ

ロ

ミ

ン

シ

イ

マ

ル

ア

ヤ

ア

ホ

キ

チ

。 10 20 30 40 50 60 

チャイロヒメハナノミ

トゲヒゲトラカミキリ
-・・圃・- St. 3 

アマミヒメハナノミ -
... ・・・

1
l』

B
E
Z
E
L
-
I
L
-
-
l
F
'
'
B
I
r
l
'

シ

リ

キ

リ

シ

キ

ク

キ

ド

キ

ム

ツ

カ

ミ

モ

ミ

イ

メ

ネ

カ

リ

カ

ク

コ

ハ

ナ

キ

ナ

キ

ソ

コ

ハ

ミ

ハ

カ

ホ

ノ

ミ

カ

ジ

ジ

ネ

キ

ノ

シ

ス

ミ

パ

ン

ピ

ア

ツ

ネ

キ

モ

オ

キ

ヨ

ハ

タ

タ

カ

ア

図-6-1 優占種の出現率 (St.l-St. 3) 



訪花性甲虫群集の自然林・人工林間の比較(溝田・今坂) 紛9

個体数のオクタープ別階級(第 h番目のオクタープは，個体数が 2k
-
1の種から 2k-1までの

種)に属する種数の分布様式から群集構造を解析する方法である。各度数を結んで描かれるグ

ラフの形状は，個体数の多い種(高オクタープ階級の種)と個体数の少ない種(低オクタープ

階級の種)とのバランスで決まる。 PRESTON (1948) は同一生活形グループにおけるオク

タープ化された種数と個体数の関係は， r切れた正規分布」になる場合が多いことを報告して

いる。サンプル数の増大につれて，切れたラインは左側に移動し，次第に正規分布に近づいて
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いくことになる。

解析の結果，描かれたグラフの形状は「切れた正規分布」を示し， PRESTON (1948)の

報告と一致した(図 7)。すなわち 1個体採集階級の度数(種数)をピークに，階級が大き

くなるにつれてなだらかに度数が減少していた。

100 

80 

種

60 

数

40 

P 

20 

O 

• • St. 1 

図 St. 2 

ロ St. 3 

図 St. 4 

• St. 5 

回 St. 6 4 

地

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

オクタ}フ.

図 7 採集された甲虫類の個体数のオクタープ階級別種数分布

注)kオクタープは，ジ 1個体から 2'ー1個体の範囲

5.調査地点聞の類似度

採集地点聞の類似度を， KIMOTO (1967) による C π指数によって算出し，その類似マト

リックスを示した(表 2)。これを基に，UPGMA法 (unweighted pair-group method 

using arithmetic average) を用いてクラスター分析を行った (図 8)0 この結果，各調査地

表 2 甲虫群衆の類似マトリックス

調査地 St. 1 St. 2 St. 3 St. 4 St. 5 St. 6 

St. 1 

St. 2 0.597 

St. 3 0.712 0.423 

St. 4 0.985 0.669 0.756 

St. 5 0.304 0.613 0.418 0.346 

St. 6 0.166 0.218 0.598 

注)調査地点間の類似度は木元の重複度による C，指数。
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点の種構成の重複度(Cπ)は， St.1・St.4聞で最も高く， St. 3・St.6聞で最低であった。得ら

れたデンドログラムは.St. 1， St. 4， St. 3， St. 2を含む群と， St.5， St. 6を含む群の二つに

分かれた。

6.季節消長

5 

4 

3 

2 

1 

。
St. 1 St. 4 St. 3 St. 2 St. 5 St. 6 

図-8 UPGMA法を用いたクラスター分析によるデンドログラム

注)各調査地点聞の類似度は木元の重複度による C~ 指数。

全調査地で採集された甲虫類のデータをプールして，個体数，種数および種多様度

(H')の季節変動を図 9に示した。個体数は， 6月中旬""'7月上旬にピークを迎え， 7月中

10 -種数 (x10-1) 

8 
-個体数 (x10-2

) 

a 種多様度 (H')
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。
May Jun Jul Aug Sep 

図-9 種数，個体数および種多様度(H')の季節変化
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句~下旬にかけて次第に減少していった。 7 月下旬~9 月中旬にかけて個体数は少ない状態で

横這いとなり， 9月中旬以降はほとんど採集されなかった。種数は，調査を開始した 5月上旬

~7 月下旬までは比較的多い。 7 月中旬にピークを迎えた後， 8月以降は緩やかに減少して

いった。種多様度(H')は， 5月上旬から緩やかに増加していき， 7月下旬にピークを迎え

た。 8月以降は，種数同様，緩やかに減少していった。

考 察

1.採集された甲虫類

今回の調査で採集された甲虫類は59科421種であった。現在和歌山県で記録されている甲

虫類は95科2，028種であり(的場， 1994)，種数だけを単純に比較すると，今回の調査ではその

20.8%を採集したことになる。限られた地域における短期間の調査にもかかわらず，これだけ

の種類の甲虫類が得られたことは特筆に値する。この誘引システムでは思いがけない種も多数

捕獲され，甲虫相調査に効果的な手法と考えられる。問題点は，訪花性をもたない甲虫類は採

集されにくいこと，特定の種が強く誘引される可能性があること，などである。大橋ら

(1992)の調査では，アオハムシダマシ Arthromacra decora， トゲヒゲトラカミキリ D.

transilisが多数誘引されている。また，クチキクシヒゲムシ S切 dal:附 segnisやヒグナガヒメ

ルリカミキリ Praoliacitrinipesなどの非訪花性種の特異的誘引も報告されている(大谷ら，

1988 ;岩田ら， 1992;野平ら， 1992;野平・大橋， 1993 c ;榊原ら， 1993)。

今回の調査では， トゲヒゲトラカミキリ D.transilis，コキマダラコメツキ Ga.ornatω，

コケシジョウカイモドキC.stectabilis，ホソペニボタル M.atrorufus，チャイロヒメハナノミ

Gl. rosseolaなど，訪花性のある種が特によく誘引された。これらの種は，野外の花のス

ウィーピングなどの採集法でもきわめて多くの個体数が得られた。したがって， トラップ調査

において本種が優占していたのは，これらの種の薬剤への誘引性が高かったと同時に，その地

域のファウナをある程度反映したものであると考えられる。特異的誘引が報告されているクチ

キクシヒゲムシ S.segnis，ヒゲナガヒメルリカミキリ P.citrinipesは若干個体しか得られな

かったが，一般の調査では採集が困難なデパヒラタムシ Prostomislatorisが多数得られた。

これらの甲虫類の生活史におげる誘引物質の生理生態学的意義は，目下のところ明らかではな

いが，大いに興味がもたれるところである。スギにトビグサレ被害をもたらす林業害虫スギノ

アカネトラカミキリ An.subfasciatusは，スギ人工林の St.2で3個体，大森山保存林の St.5

で1個体採集されただげであった。調査を開始した時期がやや遅かったこともあるが，調査地

では本種の個体数が少なく，スギ人工林に与える影響はほとんどないものと考えられる。

2.種数と個体数

種数は，大森山保存林の St.5，スギ人工林の St.2，大森山保存林の St.3，法師山プナ林
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のSt.6の順で多く，照葉樹見本林の St.1および大森山保存林の St.4は少なかった(図 5)。

個体数では， St.2が30，511個体と圧倒的に多く，全個体数のおよそ73%を占めた。 St.2以外

の5地点では， 1 ， 300~4 ， 000個体の範囲内におさまった。なぜ，スギ人工林ではこれほど多く

の甲虫類が採集されたのだろうか。

スギ人工林には見虫が訪れる花がほとんど存在しないため，訪花性をもった見虫類がベン

ジルアセテートに高頻度で誘引されたと同時に，近くの天然林から飛来してきた可能性が考え

られる。 St.2から最も近い天然林までは直線距離にして100m以上離れているが，尾山

(1991)はスギノアカネトラカミキリ An.subfasc必tusおよびトゲヒゲトラカミキリ D.tran-

silisの飛期距離を調査し，両種が林縁から30mの距離までは飛期してくることを確認した。

また，加茂谷(1992) も同様に，スギノアカネトラカミキリ An.subj出 ciatusが50mの距離

までは飛期してくることを報告している。また， YOUNG (1988) によると，熱帯地域のコガ

ネムシ科の甲虫が，数百メートル離れたサトイモ科植物の個体聞を飛期移動していることが観

察されたという。

もし，他地域からの移入がほとんどないと仮定すれば，スギ人工林における優占種の寡占

に対しては次のような可能性が考えられる。(1)誘引剤の成分であるべンジルアセテートは，

花の香りの成分とスギの製油成分をもとに開発された物質であるから，スギに集まる昆虫類が

選択的に誘引された， (2)スギ林ではスギに依存する種の密度が他の昆虫に比べてきわめて高

い，という可能性である。前者の可能性は全ての調査地にあてはあまるため，スギ人工林での

特定種の寡占は，後者の原因に帰することができるであろう。コケシジョウカイモドキc.

stectabilisはSt.2のスギ人工林以外では個体数が少ないので，この種はスギに依存している

可能性がある。

森林は農地とは異なり，生育している植物の種類も多く，そこに生息している生物の種類

も多い。たとえ単一樹種によって構成される人工林でも，樹木の生長に伴い，森林環境そのも

のも変化していく。人工林でも，天然林からの距離が比較的近い場合は，天然林と類似した状

態に保ちうるのかもしれない。しかし，スギ人工林はトゲヒゲトラカミキリ D.transilis，コ

ケシジョウカイモドキ C.Sρectabilisなど，特定種の著しい増加をもたらしたことも事実であ

る。森林には環境抵抗(密度制御機構)と呼ばれているような，個々の生物をある数以下に抑

える働きがある。しかし，人工林では天然林に比べて森林環境の多様性が低いために，天敵相

が単純化し，環境抵抗が働きにくくなり，特定種の大発生を招きやすい。これに対し，天然林

では害虫に対する環境抵抗の壁が厚く，しかもこれが相補的に作用するため，特定種の大発生

を制御していると考えられる。

3.種多様度と類似度

多様性は生物群集を特徴づける 1つの属性であり，ある生物群集の多様性は種数と均衡性
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という 2つの要素から説明される(木元・武田， 1989)。すなわち，種数が多いだけでなく，特

定種の個体数が突出しない生物群集が，一般に多様性に富むと認識されている。しかし，全て

の採集地点において，甲虫群集は少数の優占種による寡占的状態にあることが明らかになった

(表1)。生物の種と個体数の関係では， r数種の個体数が極端に多く，個体数の少ない種がそ

の生物相の大部分を占める」という現象が普遍的に見出されており(元村， 1932; PIELOU， 

1969)，今回の調査でもこのことが確認された。

平均多様度 (H')は，種の豊富さ，均衡性の両要素を表現する指数であるが，その値は

大森山保存林の St.3，St. 5，法師山プナ林の St.6で高かった_0 H'は種数が多いほど，また

種が均一に配分されるほど大きな量となる指数である。この 3地点は基本的に種数が多いため

に， H'が高い値を示したと考えられる。 St.3， St. 5， St. 6の3地点は，多様な甲虫相を育ん

でいる良好な自然環境であるといえよう。逆に H'の値が低かったのは，照葉樹見本林の St.

1，スギ人工林の St.2，大森山保存林の St.4である。 St.1， St. 4では種数が少なかったため

にH'が低い値を示した。 St.2は優占種が採集個体に占める割合がきわめて高かったために

(表1)H'の値も低くなったが，種数は決して少なくなかった。大橋ら(1992)のスギ人工

林における調査でも，同様の結果が得られている。

調査地点聞の種構成の重複度 (Cπ)は， St.1・St.4聞で最高， St.3・St.6聞で最低であっ

た(表 2)0 St.1とSt.4は崖地を含む急傾斜地であることが共通している。 St.3とSt.6は距

離的に遠いという他にも，標高に650mの差があり，植生のタイプが異なっている。得られた

デンドログラムは， St. 1， St. 2， St. 3， St. 4を含む群と St.5， St.6を含む群の二つに分かれ

た(図 8)。両群を比較すると，前者はカミキリムシ科(特にトゲヒゲトラカミキリ D.tran-

silis) ，後者はコメツキムシ科(特にコキマダラコメツキ Ga.ornatus・メスアカキマダラコメ

ツキ白.versiPellis・キパネホソコメツキ Delerosomusgracilis)の占める割合が高い。また，

前者は低標高地域(標高300'"'-'600m)，後者が高標高地域(標高750'"'-'1100m) ということもで

きる。

4.季節消長

図9に示したように，最も多くの甲虫種が出現したのは 7月中旬~下旬であった。この季

節が，調査地域で訪花性甲虫相が豊富になる時期であるといえよう。種多様度 (H') も同じ

時期にピークを迎え，そのことを裏付けている。個体数は， 6月中旬'"'-'7月上旬にピークを迎

えたが，その主な要因はカミキリムシ科，コメツキムシ科，ジョウカイモドキ科などの属する

特定種の増加によるものであった。調査地域は前述したように多雨地帯であるが，降雨の大半

は梅雨前線と台風によって，例年6月'"'-'9月に集中している。しかし，調査を行った1995年の

夏は記録的な高温・少雨であり，特に 8月'"'-'9月の乾燥が厳しかった。このことが，少なから

ず昆虫類の発生に影響を及ぽし， 8月以降の種数，個体数の急速に減少に拍車をかけたと考え
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られる。

今回の調査によって，和歌山演習林周辺地域における訪花性甲虫類のおおまかな発生消長

は把握することができたと考えている。しかし，調査開始時期が遅かったため，訪花性甲虫類

がいつ頃から発生しているのかを確認することはできなかった。温暖な地域であるため，冬期

でも発生・活動している見虫種も観察されており，早春期から調査を行う必要があるだろう。

おわりに

地域の生物多様性の現状を把握するにあたって，最も基本的な作業は生物相調査である。

そこで問題になるのが，サンプリング法およびデータの解析法である。今回用いたベンジルア

セテートを利用した誘引システムは，定量的なサンプリングが可能であり，生物相調査に有効

な方法だと考えられる。しかし，現段階では一部の甲虫類を除いて調査報告例が少なしさら

なる調査・検討が必要である。また，甲虫類の生活史および生態学的研究は未知の部分が多く，

その生態的特徴は未だに見えてこないのが実状である。その評価方法や尺度を対象や問題とす

る地域に応じて考案することは，今後のきわめて重要な研究課題であるといえよう。
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Surnrnary 

To compare flower-visiting beetle fauna in di妊erentkinds of forests， we collected 

beetles using flight barrier traps baited with benzyl acetate， which emits an odor resem-

bling that of flowers. The survey was conducted in the south part of Kii Peninsula， 
Wakayama Prefecture， from May to September in 1995. Traps were installed in six 

forests: an ever-green broad-leaved sample forest， an artificial forest of Cηφtomet匂

ja.ρonica， three reserved forests in Mt. dmori， and a beech forest in Mt. Hdshi. A total 

of 41，698 individuals belonging to 421 species were collected during this study. Domi-

nant species were Demonax transilis (Cerambycidae)，白mゆenthes ornatus (Elater-

idae)， Celsus spectabilis (Melyridae). The three dominant species consisting of 27，977 

individuals accounted for 67.1% of the total beetles. An index of the species diversity 

(H')， representing numbers of species and individuals， had the largest value in a site of 

reserved forests in Mt. dmori and the smallest value in an artificial forest of 

cηφtomeria japonica. In the Cry少tomeriaja.ρonica forest， dominant species accounted 

for 96.8% of the beetles collected. The species diversity index (H') and species com-

position indicate that natural forests provide more diverse environments for flower-vis-

iting beetles than artificial forests. 
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Cupedidaeナガヒラタムシ科

T叩 omel宮ajaponica (TAMANUKI)ヒメナガヒラタムシ

Carabidaeオサムシ科

Colpod.回 amphino刑制 BATESコモリヒラタゴミムシ

ColPod.ιs elain悶 BATESヤセモリヒラタゴミムシ

Colpod.回 hakonusHAROWハコネモリヒラタゴミムシ

ColPod.出 kyz括huensis(HABU)チャイロホソモリヒラタゴミムシ

Colpod.回 lamprosBATESコハラアカモリヒラタゴミムシ

Colpodes limodromoides BATESサドモリヒラタゴミムシ

ColPodes mod.目的rBATESイクビモリヒラタゴミムシ

ColPodes steculaおrHAROWホソモリヒラタゴミムシ

Synuch附 atricolor(BA TES)ホソツヤヒラタゴミムシ

Aαψalpus inon叫似sBATESキイロチビゴモクムシ

Dolichoctis striatus striallιSCHMIDT-GoBELコヨツポシアトキリゴミムシ

Dromii悶 batesiHABUベーツホソアトキリゴミムシ

Leb必b拘1estrataMORAWITZブタホシアトキリゴミムシ

Histeridaeエンマムシ科

Nかoniusimp問 sicollisLEWISホソエンマムシ

Nψonius osoriocets LEWISヒメホソエンマムシ

Notodomaβ叫 O閣情 L四 ISキノコアカマルエンマムシ

Margarinotus (Ptomister)間 G智仇etuncta似s(LEWIS)へリテンエンマムシ

Leiodidaeタマキノコムシ科

Agathidium 101悠ico問 ePORTEVINヒゲナガマルタマキノコムシ

Anおotomadid戸nata(PORTEVIN)オピスジタマキノコムシ

gen.ゆ.

Catopidaeチピシデムシ科

gen.ゆ.

Silphidaeシデムシ科

Nicrophorus q即 dゆ開cta似sKRAATZヨツポシモンシデムシ

Staphylinidaeハネカクシ科

Eゅha伽 mparallelum (SHARP)キイロノ、ナムグリハネカクシ

E筒phale叩 mpollens (SHARP)ハナムグリハネカクシ

S時oniumvitlalum FAUVELヒラタハネカクシ

E前ibdeli出 JGψonicusSHARPハイイロハネカクシ

H時間時 orna似sSHA貯タテミゾツマグロアカパハネカクシ

Bolitobius setiger (SHARP)カタモンキノコハネカクシ

Lordithon bicolor (GRAVENHORST)ノ、ラグロキノコハネカクシ

Lordithon cinctiventris (SHA即)

LordithonμIlidicゆ's(SHARP) 

Myceω>to/弧ゐψlicatusSHARPアタスジイクビハネカクシ

&世edoPhilωゅ.

Aleocharinaeゆ.

Gyrophaenaゆ.

gen.。
Helodidaeマルハナノミ科

Cyphonゆ

Helodes protec~ョ HAROW キムネマルハナノミ

Rhipiceridaeクシヒゲムシ科

SanGlal陥 segnisLEWISクチキクシヒゲムシ

Scarabaeidaeコガネムシ科

Aphodius (Across哨)間体scia似SNOMURA et NAKANEクロオビマグソコガネ
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St. 1 St. 2 St. 3 St. 4 St. 5 St. 6 合計

Aphodil附 (Agrilin師)prat側 isNOMURA et NAKANEマキパマグソコガネ

HゆtophyllaPic，印 PiceaMOTSCHULSKYナガチャコガネ 5 

Hoplia moer.抑 smoerens WATERHOUSEクロアシナガコガネ 1 

白砂osericabrevicornis (LEWIS)コヒゲシマビロウドコガネ 5 3 12 2 24 

Maladera kamiyai (SAWADA)カミヤビロウドコガネ

Maladera secreta (B阻 NSKE)マルガタビロウドコガネ 5 147 152 

Nipponoserica gomada加 NOMURAゴマダンビロウドコガネ 4 7 11 
Paraserica gric却 MOTSCHULSKYハイイロビロウドコガネ 1 5 

Serica brevitarsis rectipes N OMURAヒメコヒゲナガビロウドコガネ

Serica sp. 9 17 

Se仰向 chi・'kuzenensisSA W ADAチクゼンチャイロコガネ 5 2 11 
Blitopertha ohd也iensis(SAW ADA)オオダイセマダラコガネ

Mimela costata HOPEオオスジコガネ

Mi削elatake間 前'(IiSAWADAタケムラスジコガネ 1 

Dasyva伝us伽berlαtla似s(LEWIS) トゲヒラタハナムグリ 1 27 3 3 2 36 

NiPono叩信附 a昭附古'colliお (WATERHOUSE)ヒラタハナムグリ 3 9 19 36 

L邸 iotrichiussuccinctus (PALLAS) ヒメトラノ、ナムグリ

Paratrichius iiおiMIYAKEキイオオトラフコガネ 4 28 38 

Gno伽描 subゆぽ附 viridio仰叫s(LEWIS)アオアシナガハナムグリ

Eucetonia roelo.βi (HAROW)アオノ、ナムグリ 5 

Ptilodactylidaeナガハナノミ科

民間doφilichasnψ，ponicus (LEWIS)クリイロヒゲナガハナノミ

Ptilodactyla ramea LEWISコヒゲナガハナノミ 3 

Buprestidaeタマムシ科

Agrilus daimio OBENBERGERダイミョウナガタマムシ

Agril，悩ゆ

Arternatopidaeナガハナノミダマシ科

Euη!jJogon j，ψonicus SAKAIニホンナガノ、ナノミダマシ

Elateridaeコメツキムシ科

Adelocera di沸cilお (L町 IS)シロオピチピサピキコリ

Agηq抑 制 cordicolli旨(CANDEZE)ムナビロサピキコリ

Lacon刑aeklinii(CANDEZE)オオサピコメツキ

Aclenicen日戸間tnos師 (MOTSCHULSKY)シモアリコメツキ

Denticollis minia飢s(CANDEZE) ミヤマベニコメツキ 5 

Denticolliお削ipponensisOHlRAニホンベニコメツキ

白期brin師 niponensis(LEWIS)ニホンカネコメツキ 11 11 

白四brin師 vit抱似s(CANDEZE)タテスジカネコメツキ

Hemicr.ゆidil出 deseげ'ord，回ertor(CANDEZE) ヒメクロツヤノ、ダコメツキ

Hemic坤 idi師 sec回sussecessus (CANDEZE)クロツヤノ、ダコメツキ 3 5 

Neo.併合tiloph附 serriJ告rserrifer (CAND皮耳)アカヒゲヒラタコメツキ 1 

Nothodes mm宮inicoUお (LEWIS)ウスチャイロカネコメツキ

Scutellatho師 comescomes (LEWIS)チャイロツヤノ、ダコメツキ

Scutellat，唱。師 sp. l 

A間IPeduscarbuncult田 (LEWIS) ヒメクロコメツキ 4 3 10 

Ampedus切 ogastガC師 切ogl出 trlc附 (CANDEZE)アカハラクロコメツキ 2 

Ampedus jゆonic附 japonic師 SILFVERBERGアカアシクロコメツキ 6 24 12 2 37 81 

Amμd悶 lenuistriatusLEWISホソクロコメツキ 3 4 

Amped師 Vestii似svesti，加s(LEWIS)ケプカクロコメツキ 41 15 58 

Dalopil前田'iI俗 KISHIIナガナカグロヒメコメツキ 1 

よ'!olerosom凶 gracilis(CANDEZE)キノTネホソコメツキ 91 19 20 184 71 392 

Ectinoi，ゐsinsignitus insignitus (LEWIS)ヨツキボシコメツキ 2 

Ectin附 exula郎 (CANDEZE)ムナポソコメツキ

Ectin師 higonius(LEWIS)クロムナボソコメツキ 9 10 

Elater sieboldi sieboldi (CANDEZE)オオナガコメツキ
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第 54巻

22 

北海道大学農学部演習林研究報告

白m担penthesorna加 (L町 IS)コキマダラコメツキ

Gamψenthes similis (LEWIS) ヒメキマダラコメツキ

白 mゆenthesve悶iPelli注 (LEWIS)メスアカキマダラコメツキ

Glypho明Iyxbicolor bicolor CANDEZEキパネクチポソコメツキ

Haye，砂州知 μII伽 μllidus(L町 IS)ホソツヤケシコメツキ

Procrae削除lvol，附 (CANDEZE) ヒメホソキコメツキ

Shirozulus bifoveolaωs (L日間S)コガネホソコメツキ

Vuille伽sviridis viridis (LEWIS) ミドリヒメコメツキ

Melanotus annos師 CANDEZEクロツヤクシコメツキ

Melano凱scorrectus correctus CANDEZEヒラタクロクシコメツキ

Melano似seηthropygus CANDEZEコガタクシコメツキ

Melano飢sko治eiKISHII et OHlRAヒラタクシコメツキ

M elanotus iega似slegatus CANDEZEクシコメツキ

。岨幻ml桔 jatoniclιKISHIIニホンチピマメコメツキ

。雌im師ゆ.

gen.ゆ，

Throscidaeヒゲブトコメツキ科

Aulo明othrosc附 longul，回 (WEISE)ナガヒゲプトコメツキ

Eucnemidaeコメツキダマシ科

Hypocoel，出 harmandiFLEUTIAUXヒゲボソヒメコメツキダマシ

Hypocoell出 ja世間icusFLEUTIAUXヒメコメツキダマシ

Isorh併 banghaasi(REI廿 ER)ナガコメツキダマシ

F ornax hachij，側 isHISAMATSUハチジョウチャイロコメツキダマシ

Forn邸制ipponic附 FLEUTIAUXコチャイロコメツキダマシ

Fon叫xvictor FLEUTIAUXオオチャイロコメツキダマシ

l五'rlu砲usfoveolat，附 FLEUTIAUXムナクボミゾコメツキダマシ

Dirlwg加 pectinicornisHISAMATSUフチトリコメツキダマシ

genゆ

Lycidaeベニポタル科

C国四tirl回 bourgeoisi(HAROW)ネアカクロベニボタル

Cauti附加初nei制 kanei(WINKLER)カクムネクロベニポタル

Libnetis granicolllお (KIESENWETTER)コクロノ、ナポタル

Lyponia quadricollis (KIESENWETTER)カクムネベニポタル

Macrolyc附 similarisN AKANEヒメクシヒゲベニポタル

M回olyc附 atroruルs(KI邸 ENWETTER)ホソベニポタル

Plateros coracinus (KIESENWETTER)クロハナポタル

Lampyridaeホタル科

Lucidina bip何言ata(MOお CHU凶 KY)オノTボタル

Omethidaeホタルモドキ科

Driloni悶 osawaiN AKANEムネアカホソホタルモドキ

Cantharidaeジョウカイポン科

AthemeU，出 oedemeroides(KIESENWE円 ER)クピアカジョウカイ

Athem附 okuyuga却'aran附 TAKAHASHIホソニセヒメジョウカイ

Habronychus provid，出 (KIESENWETTER)クロヒゲナガジョウカイ

Micropodabrus long脚 (WITTMER)ホソナガジョウカイ

M偽adocantha治 jゆonica(KI民問WETTER)ヒメジョウカイ

POぬbrusfragilis NAKANE et MAKINO ssp.ホソニンフジョウカイゆ阻種)

Podabnιkadowakii NAKANE et MAKINOコクロニンフジョウカイ

Podabrus kiso NAKANEミヤマニンフジョウカイ

Podabn岨 lictoriusLEWISヤノニンフジョウカイ

Podabn柑 malthinoidesmalthinoides (KIESENWETTER)クロニンフジョウカイ

Podabrus neglec.加 NAKANEssp チピニンフジョウカイ(別亜種)

Podab昨日 osawaiNAKANE et MAKINOオオサワクピポソジョウカイ

Podabrusゆ.クピボソジョウカイの 1種(新種)

32申
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Podabr加 sp.15 sゆ.ナガサキニンフジョウカイ亜種

Podabrusゆ.48 5 5 

Podabn桔ゆ.75 9 10 

Podab附ゆ 120 3 

Prothernl日 d出師n師 (KIESENWETTER)マルムネジョウカイ

St，叩 othe明師 badius(KIESENWETTER)クリイロジョウカイ 1 

Them師 ryan(μ附 isMOTSCHULSKYアオジョウカイ 8 10 

Malthinelli悶 bicolor(KIESENW町 TER)フタイロチピジョウカイ

Malthinus mucore師 KIESENWETTERクロスジツマキジョウカイ

Malthim必要世.

Malthode.百 hikosan凶 TAKAKURAヒコサンチピジョウカイ

Microich加ruspennatus (LEWIS)オオメコパネジョウカイ 6 

Anobiidaeシパンムシ科

Ptinomorph師師il:お (KIESENWETTER)ケオピトサカシパンムシ 4 

Byrrhodes nipponic師 SAKAIクリイロタマキノコシパンムシ 3 3 

Caenocara伽 chiguriSAKAIオオホコリタケシパンムシ

Trogossitidaeコクヌスト科

Latolae叩 j，ψonica(REITTER)チピコクヌスト

Cleridaeカッコウムシ科

ゆilocari加 飢sL四 ISキオピナガカッコウムシ

Opilo ゆ抑制 LEWISムナグロナガカッコウムシ 1 I 5 

S均matiumna初neiIGAクロダンダラカツコウムシ 5 8 26 50 2 93 

Stigmatium pilosellum (GoRHAM)ダンダラカッコウムシ 2 6 

Melyridaeジョウカイモドキ科

Cels出ゆecta伽fぉ LEWISコケシジョウカイモドキ 5 8226 67 32 8330 

白砂tesjapo唱ic出 KIおENWEπERクロアオケシジョウカイモドキ 2 3 

Ebae附 oblongulusKIESENWETTERクヌギヒメジョウカイモドキ 2 

Nitidulidaeケシキスイ科

caゆophil:間 di:問 M必f出 (FABRlCIUS)ガイマイデオキスイ

Carpophil:出 titan附 REITTERトドデオキスイ

Aethina ae明eipe明nisR日TTERドウイロムクゲケシキスイ I 

Ataゆhiafasciculata REITTERケモンケシキスイ 3 2 7 

Cyllodes ater (HERBST)クロマルケシキスイ

Cyllodes binota飢s(REITTER)フタモンマルケシキスイ

Cyllodes dubius (R日TTER)ニセクロマルケシキスイ

Cyllodes literatus (REITTER)ツキワマルケシキスイ 17 20 

Cyllodes nahonei HISAMA TSUワモンマルケシキスイ l 

Epuraea adumbrata MANNERHEIMクロヘリヒラタケシキスイ 2 

Ipidia variolo岨 REITTERクロヒラタケシキスイ

Parametopia xrubrum R回TTERマルヒラタケシキスイ

Physoro問岬伽ataREITTERキノコヒラタケシキスイ

Physoronia hilieri (R回TTER)アミモンヒラタケシキスイ

Pocadit，回 dilati間抑制 (R日TTER)ウスオピキノコケシキスイ 4 

Meligethes flavicollis R回TTERムネアカチピケシキスイ

M eligethes v必lace師 R日TTERキベリチピケシキスイ 3 10 2 5 23 

Librodor間ifiv醐 t必 (REITTER)アカハラケシキスイ 2 

genゆ 1 3 10 6 19 

gen.ゆ.2 15 15 

gen.ゆ.3 11 15 

gen. sp. 4 

gen. sp. 5 

gen.ゆ 6

gen.ゆ 7

gen. sp. 8 
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Cybocephalidaeタマキスイムシ科

Cybocephal.悶 nipponiα~ ENDRODY-YOUNGAキムネタマキスイ

Rhizophagidaeネスイムシ科

Mimemod，自問。 附tros間 (REITTER)オバケデオネスイ

Rhizophagus japoni，α柑 REITTERヤマトネスイ

Rhizophogus nobil.おL四 lSムナピロネスイ

Cucujidaeヒラタムシ科

Pediacus j，ψonzc師 REITTERクロムネキカワヒラタムシ

Pediac師 kurosawaiSASA]Iチャイロキカワヒラタムシ

Noω/aemus nigroornatus (REITTER)クロホシチピヒラタムシ

Xylol，ωtes la即 ior(REITTER)セマルチビヒラタムシ

Byturidaeキスイモドキ科

あlturusaffinぉ REI廿 ERキスイモドキ

Biphyllidaeムクゲキスイムシ科

Biphyllus humeralis (REITTER)カタモンムクゲキスイ

B糾!yll，出 marmora加 (REITTER)セスジムクゲキスイ

Biphyllus rufopict.間 (WOLLASTON)ハスモンムクゲキスイ

Biphyllus suffusus (WOLLASTON)ベニモンムクゲキスイ

Erotylidaeオオキノコムシ科

Aporotritoma laetabilis (LEWIS)セグロチピオオキノコ

Rhodotrit，岬 叫 sufflova(LEW1S)キイロチピオオキノコ

T悶iplaxsibirica co開 ectens(LEW1S)シベリアチピオオキノコ

Tri.品omacenchris (LEWIS)コモンチピオオキノコ

T円.おmacentralis (L田町IS)マエグロチピオオキノコ

Propalticidaeミジンキスイムシ科

Pro:μlti，α~ kiuchii SASAJIキウチミジンキスイ

Corylophidaeミジンムシ科

Alltゆarmulus>刷。i(NAKANE)オオミジンムシ

Arthrolips 1，叫 町iiMATTHEWSナカグロミジンムシ

A rthroliPs oblongzιMATTHEWSマエキミジンムシ

Sericoderus laterakis (GYLLENHAL)ムクゲミジンムシ

Coηlophodes punctipen問 MATTHEWSテントウミジンムシ

Coccinellidaeテントウムシ科

Hyperaゅisjaponi，叩 (CROTCH)フタホシテントウ

Nゅh出 pho.ゅhorus(LEWIS)アトホシヒメテントウ

Pseudoscymnus hareja (W日SE)ハレヤヒメテントウ

Scymn師 (PuU附)j，ゅonil印 sW回SEクロヒメテントウ

Lathridiidaeヒメマキムシ科

S品ψhosteth出 chin四 時is(REITTER) ヒメマキムシ

Colydiidaeホソカタムシ科

あ明iponot描 pict悶 SHARPホソマダラホソカタムシ

Trachypholis variegata (SHARP)マダラホソカタムシ

genゆ

Prostomidaeデパヒラタムシ科

Proslomis lato均 REITTERデパヒラタムシ

Ciidaeツツキノコムシ科

Cis boleti polypori CHUJOオオツツキノコムシ

gen sp. 
Melandryidaeナガクチキムシ科

Holostroph附 dive月号加c必tusPICカトウヒメナガクチキ

Holostrojぅh附 lωisiCSIKIヨツポシヒメナガクチキ

Orchesia elegantula LEWISアヤモンニセハナノミ

Orchesia imitans LEW1Sアカオピニセハナノミ

Hira humerosigna抱 HAYASHIカタアカナガクチキ
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Phloeotrya obscura (LEWIS) ビロウドホソナガクチキ

Phloeotrya rugicollis MARSEULクロホソナガクチキ

Serroμ1か括 fil:約仲間 MARSEULヒメホソナガクチキ

se庁'opa~戸時間iponicus LEWISキイロホソナガクチキ

Symphora間抑制 miyak由iN OMURA et HAYASHIミヤケヒメナガクチキ

Mordellidaeハナノミ科

Falso明 ordellinaluteoloides (NOMURA)ナミアカヒメハナノミ

F alsomordelli:即 takao蜘 a(KONO)タカオヒメハナノミ

Falsomordellist，四 aaur写U出ataNOMURAキンモンヒメハナノミ

Falsomordell:白tenaauromaculata (KONO)カタビロヒメノ、ナノミ

Falsomordelliste洞achη'sol悶chia(NOMURA)ビロウドヒメハナノミ

Falso畑 ordelliste叩 h抑制oi(NOMU貼)ハナノヒメノ、ナノミ

Falso明 ordellistenak仰 iNOMURAカトウヒメハナノミ

Falso慨 ordellistenakonoi目 yak師himaensisNOMURAホルンヒメハナノミ

F alsomordelliste仰 yoshi，ぬi(NOMURA)ヨシダヒメハナノミ

Falsomordellistenaゆ.

Glipostenoda rosseola (MARSEUL)チャイロヒメノ、ナノミ

GliPostenoda shibatai N OMURAシノTタヒメノ、ナノミ

GliPostenoda sp. 
Mordella niveoscutellata NAKANE et NOMURAホソクロノ、ナノミ

Mordellina amamiensお (NOMURA)アマミヒメハナノミ

Mordellina atrゆ日ca(NOMURA) トゲナシヒメハナノミ

Mordellina k，酬明'ahime(NOMURA et KATO)カグヤヒメハナノミ

Mordellina longula (KONO)クロズヒメハナノミ

Mordellina yamamotoi (NOMURA et KATO)ヤマモトヒメハナノミ

Mordellぉ品開akirai N OMURAキラクロヒメハナノミ

M ordellistena shirozui N OMURAシロウズクロヒメハナノミ

Mordell:おtena抱kizawaiKONOセアカヒメハナノミ

Mordellistena tokejii NOMURAトケジクロヒメハナノミ

Mordellistenoda aka (KONO)アカヒメノ、ナノミ

Mordellistenoda ohsumiana (NAKANE)オオスミヒメノ、ナノミ

R知的tolidaa制御 (KONO)アワヒメハナノミ

Tolidostena atripennis NAKANEナガトゲヒメハナノミ

gen砂田

Cephaloidaeクピナガムシ科

Cψholoonμllens (MOTSCHULSKY)クピナガムシ

Oedemeridaeカミキリモドキ科

Asclera brunneiPennis LEWISハネアカカミキリモドキ

Oedemero抑制nicata(LEWIS)キアシカミキリモドキ

Oncomerella venosa (LEWIS)マダラカミキリモドキ

印simeanigri，μ問符 (MATSUMURA)クロカミキリモドキ

Xanthochroa caudata KONOシリナガカミキリモドキ

Xanthochroa katoi KONOカトウカミキリモドキ

Xanthochroa luteiPennis MARSEULキパネカミキリモドキ

Xanthochroa osawai NAKANEオオサワカミキリモドキ

Pyrochroidaeアカハネムシ科

Pseudodend叩id，回 niPonensis(LEWIS)オオクシヒゲビロウドムシ

Pseudopyrochroa a的ipennお (LWIS)ムネアカクロアカハネムシ

Pseudo，ゅrochroajtψonica (HEYDEN)オニアカハネムシ

Pseudopyrochroa pe，ωl旬間 (LEWIS)ウスイロアカハネムシ

Anthicidaeアリモドキ科

Anthicomoゆh出制iponiclιniPoniaιL回目5クロチピアリモドキ

Sapinl間 ma月 四li(PIC)アカモンホソアリモドキ

Scraptiidae ハナノミダマシ科
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第 54巻

AnasPisβmogata KONOコフナガタハナノミ

Anaゅishayashii CHUJO et N AKANEハヤシハナノミダマシ

Anaゅisluteola MARSEULキイロフナガタハナノミ

Anaゅismarseuli CSIKIクロフナガタハナノミ

Anaゅisohkurai N AKANEオオクラフナガタハナノミ

AnasPisゆ.

8alpingidaeチピキカワムシ科

Lおsodemadentatum LEWIsクリイロチピキカワムシ

LおsodemapicゆenneL四 ISフタオピチピキカワムシ

Lagriidaeハムシダマシ科

Arthrl仰 acraflavites N AKANEニシアオハムシダマシ

A付h~仰acra ゆ.1

A付hro明acraゆ.2

Macro勾riaru，向bru抑制 (MARSEUL)ナガハムシダマシ

Alleculidaeクチキムシ科

Allecula melanaria MAKUNクチキムシ

Alle，αlla simiola LEWISウスイロクチキムシ

H戸nenal:必 unicolorN AKANEクロツヤパネクチキムシ

Isomira 0四 lata(MARSEUL)フナガタクチキムシ

Tenebrionidaeゴミムシダマシ科

Hj世uthloe師 colydioides(LEWIS)クロホソゴミムシダマシ

To枕umtricornutum W ATERHOUSEミツノゴミムシダマシ

Ples坤hthal:問 師 nigro例制師 nigrocyaηe附 Mo百 CHU凶 KYキマワリ

Ainu tenuico仰 isLEWISホソヒゲナガキマワリ

Stor01ω!lium brevicorne LEWISウスイロゴミムシダマシ

Str01ψlium i:閥均 問 問 L四 ISヒメナガキマワリ

Strongylium jatonum jtψonum MARSEULシワナガキマワリ

Cerambycidaeカミキリムシ科

Prion師 i悶 ularisi:出 ularisM01古iCHULSKYノコギリカミキリ

Ditenia gracilis gracilis (BLESSIG)ホソカミキリ

Anωtra昭'al;必scotod.お (BATES)ツヤケシハナカミキリ

Anoploderomoゆha邸 ca叩お (BATES) ミヤマクロノ、ナカミキリ

Dinuttera mi側お (GEBLER) ヒナルリハナカミキリ

白'urotesdo焔 BAT酪カラカネハナカミキリ

Grammoptera chalybeella BATESチピノ、ナカミキリ

Idiostrangalia co明tracta(BATES) ミヤマホソハナカミキリ

Idiostrangalia hak四 e悶 is(MATSUSHlTA)ハコネホソハナカミキリ

Jt脚 nostrangaliadentaゆ問問 PICヒゲシロノ、ナカミキリ

Kanek，岬 azume悶ぉ MATSHUSHITAet TAMANUKIミヤマルリハナカミキリ

Lemula decipiens BA TESキパネニセハムシハナカミキリ

Lφ加raoch昭ceofasc帥 ochraceofasciataMOTSCHLSKYヨツスジハナカミキリ

Lψtura regal:お (BATES)オオヨツスジノ、ナカミキリ

Lφutura vicaria vicarお (BATES)フタスジハナカミキリ

Mimostra/沼ali必dulcお (BATES)ジャコウホソハナカミキリ

Pa加 tra昭'alishosoha制 (UHBAYASHI)ホソハナカミキリ

Parastrangal;日匁川tP加la(BATお)ニンフホソハナカミキリ

Parastrangalis sh必oke附 is(MATSUSHIT A)タテジマホソハナカミキリ

Pidon勿雌<grotaaegrota (BATES)チャイロヒメハナカミキリ

Pidon昭 approximataKUBOKIトサヒメハナカミキリ

Pidon叫 grallatrix(BATES)オオヒメハナカミキリ

Pidoniaμjziloi (SOLSKY)フタオピチピハナカミキリ

Pidonia sign約ra(BATES)ナガパヒメハナカミキリ

Pidon回 simillimaUHBAYASHI et HAYASHIニセヨコモンヒメハナカミキリ

Pidonia ya冊ato)岨間atoHAYASHI et MIZUNOヤマトヒメハナカミキリ
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St. 1 St. 2 St. 3 St. 4 St. 5 St. 6合計

F吉田油loste明 amisella (BAT邸)チャボノ、ナカミキリ 4 8 3 17 
乃rrho即 A胞がcolorBATESへリウスハナカミキリ 2 

Sfrangalia k砂町制日 MATSUSHITAコウヤホソハナカミキリ

Strangalomoゅhatenuお aenesc，側 SBATESホンドアオノ寸ホソハナカミキリ

Thrani;陥叩riegatusvariegatus BA TESトラフホソノTネカミキリ l 

D帥 zonax抑制i/;お BATESトゲヒゲトラカミキリ 948 8661 325 724 433 195 11286 

Chloridolum viride (THOMSON) ミドリカミキリ l 9 9 21 

Xylotrechus cuneiPennis (KRAA TZ)ウスイロトラカミキリ 10 10 

Xylotrechus rufili;附 rufili描 BATESクピアカトラカミキリ 4 

Anagl)抑 ssubfasciatus PIcスギノアカネトラカミキリ 3 
Cleomen四郎均uchiiOHBAYASHIタキグチモモプトホソカミキリ 2 

Acalolepta jト'audatrixjト'audat依 (BATES)ビロウドカミキリ 3 
AcaloiePta sejuncta sej仰 cta(BAT邸)ニセビロウドカミキリ 2 

Mo吋ocham師四腕scia伽ssubfi出C匂似s(BATES) ヒメヒゲナガカミキリ

Pal;抑制 liturata(BA TES) ヒゲナガゴマフカミキリ

Lei，ゆusstillatus (BATES)ゴマダラモモプトカミキリ

Glenea開licta陀 /ictaPA銃刀Eシラホシカミキリ

Pareutetrapha田1m匂 (BATES)アチグロヤツボシカミキリ 1 

Pareutetrapha simulans (BATES)ニセシラホシカミキリ 3 

Praolia citriniμs BATESヒゲナガヒメルリカミキリ

Chrysornelidaeハムシ科

Lil附ce1お su砂olita(MOTSCHULSKY)アカクピナガハムシ l 

C"世』οcψhal;凶 sα初l出 BALYカシワツツハムシ 2 

Oomoゅhoid.回 CIψY伺白日 (BALY) ドウガネツヤノ、ムシ 2 

Basik世tahirticollis (BALY)ムナゲクロサルハムシ

Demotinaゆ

Arthro似sniger MOTSCHULSKYムナグロツヤハムシ

乃ITrhaltasemifulva (J A∞BY)アカタデハムシ

Stenol;ゆ四割削治onensお (LABOISSIERE) ヒゲナガウスノTノ、ムシ 2 3 21 14 49 

Teumacera tib叩Iお(JAI∞BY)クロパヒゲナガハムシ

Aph幼0制 perminutaBALYツプノミハムシ 7 4 19 2 37 

Aphtho仰 stな'osaBALYサメノ、ダツプノミハムシ

Hemipyxis p匂gjoderoid.田 (Mo匂 CHULSKY) ヒゲナガルリマルノミノ、ムシ 1 

Ltφe叩morphatokejii OHNOトケジホソトビハムシ 3 

No制rthratib匂fお JAI∞BYコマルノミノ、ムシ 2 

Pseudodera xanthoゅilaBALYアタホシオオノミハムシ

Anthribidaeヒゲナガゾウムシ科

Bωitro.ψis nitidi，仰 tisJEKELマダラフトヒゲナガゾウムシ 2 

N出 iodo白日 triodes(J ORDAN)ヨリメオピモンヒゲナガゾウムシ

Tropideres naevul;出 FAUSTキマダラヒゲナガゾウムシ

Gibber incis描 (SHARP)エグリコプヒゲナガゾウムシ

genゆ.

Attelabidaeオトシブミ科

Bycti注目時仰beruli悶 regalis(ROE印お)ベニホシハマキチョッキリ 3 

Eugnamp飢s(Eug叩 mptobius)aurijト'onsROEωmホソチョッキリ

Eug問岬似s(Eug抑制Iptobius)ルvip回 SHARPキアシホソチョッキリ l 

lnvol;山 l凶(白的rhynchites)ゆertus(SHARP)コルリチョッキリ l 1 

Chokkiri出 t叩 nca似s(SHARP)シリプトチョッキリ 2 9 20 

政司Mra悶(均lfJod，ψora附 mini問附 KONOチピイクピチョッキリ

Apionidaeホソクチゾウムシ科

Apion (EutrichoP初 apion)semisericeum W AGNERコゲチャホソクチゾウムシ

Apion (J切4ψiezotrachel，制)μllidirosfreROEωmアカクチホソクチゾウムシ

Curculionidaeゾウムシ科

Phyllobi悶 (Phyllobi;陥)sωnudus KONOノ、ダカヒゲポソゾウムシ
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8t. 1 8t. 2 8t. 3 8t. 4 8t. 5 8t. 6 合計

Phyllobius (M仰onoPhyllobi出)picipes MOTSCHULSKYコプヒゲボソゾウムシ 5 22 3 31 

Phyllobit日 (Me坤hyllobi:間)prolongat悶 MOTSCHULSKYアオヒゲボソゾウムシ

Phyllobius (Me坤hyllobi:描)rotundicol/おROEωmキュウシュウヒゲボソゾウムシ

Myllocertιg泊e附 Ro乱 OFSカシワクチプトゾウムシ 2 2 5 11 

Rhynchaenω (Nomizo) kamiyai MORIMOTOカミヤノミゾウムシ

El的chusbicolorites V OSS et CHUJOハモグリゾウムシ 3 

En必enidi悶 ikezakiiMORIMOTOイケザキアシプトゾウムシ 7 8 

Enぬ仰Sメlavid:附 KOJIMAet MORIMOTO 6 6 

Curculio camell:必e(ROEω'FS)ツバキシギゾウムシ

Curcu/io co例目 陥 (ROEω'FS)セダカシギゾウムシ

Curculio hime (KONO)ヒメシギゾウムシ

Curcu/io sikkimensis (HELLER)クリシギゾウムシ

B回risdisPilota SOLSKYシラホシヒメゾウムシ 3 5 

Tel，φhae mural.沼miiMORIMOTOムラカミヒメクモゾウムシ

Egiona pic抱 (ROELOFS)クロホシタマクモゾウムシ

Mecopomorph悶 g均e陥 HUSTACHEノコギリクモゾウムシ

Carcilia sl符icollisROEω'FSツツゾウムシ 14 15 

Rhadi:ηomer明 maebaraiVoss et CHUJOマエパラナガクチカクシゾウムシ 2 4 

Catarrhinus umbグ'OSIιROEIβFちヒメクチカクシゾウムシ 1 

Rhadinoμι confinis Voss '"ツアラハダクチカクシゾウムシ 2 3 

S品'enoscelislongisetosus KONISHIケナガクチプトキクイゾウムシ

Phloeo妙高goso明 G 仰向i倒 的 WOLLASTONワシパナヒメキクイゾウムシ

X四 omimetesdestructor WOLLASTONマツコプキクイゾウムシ 6 9 

Cossoninaeゆ.

Cη世tor勿nchinaeゆ.

Zygopinae sp. 

genゆ

Rhynchophoridaeオサゾウムシ科

S加linusgig，田 (FABRICIUS)オオゾウムシ

Platypoidaeナガキクイムシ科

Crossota月 間 niponi，ωSBLANDFORDヤチダモノナガキクイムシ 18 18 

Plal)φ師 severiniBLANDFORDシナノナガキクイムシ 4 4 

Scolitidaeキクイムシ科

Scoly飢sjト'ontal:おBLANDFORDニレカワノキクイムシ

Hyorrhynchus le卸 isiBLANDFORDルイスオオキクイムシ

Hylurgops palliatus (GYLLENHAL) ウスキイロキクイムシ 13 15 

Polygra.ρhus st. 1 

lndocηIjJhalus pubiPennis (BLANDFORD)カナクギノキクイムシ 2 4 6 

A均 Ilebon回 st. 1 

Xyleborus amputatus BLANDFORDツヅミキクイムシ 2 3 

Xyleborus mutilatus BLANDFORDクスノオオキクイムシ

Xyleborus st. 

Xyleborus st. 2 

Xyleborusゆ.3

Xyleborus st. 4 2 2 

Xylosandrus brebis (EICHHOFF)ハネミジカキクイムシ 4 22 6 9 6 48 

Xylosandrus crassiusculus (MOTSCHULSKY)サクキクイムシ 1 1 2 

Xylosandrusゆ 2 2 4 

ScolytoPlsゆ附 daimioBLANDFORDダイミョウキクイムシ 2 4 

Scolytoplst;少 附 mikadoBLANDFORDミカドキクイムシ

種数 112 151 150 104 183 139 427 

個体数 1684 30511 1326 1428 3991 2758 416鎗


